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は
じ
め
に

第
一
章
　
民
族
共
同
体
の
建
設
　
－
　
「
あ
ら
ゆ
る
ド
イ
ツ
人
、
一
人
一
人
を
わ
れ
わ
れ
の
理
想
に
合
致
し
た
鋳
型
に
入
れ
て
鋳
直
す
」

一
戦
い
の
第
二
段
階

二
　
運
命
共
同
体
の
建
設
　
Ⅰ
　
（
以
上
　
『
法
経
研
究
』
第
三
七
巻
第
三
号
、
第
四
号
、
第
三
八
巻
第
一
・
二
号
、
第
三
九
巻
第
一
号
）

三
　
運
命
共
同
体
の
建
設
　
H

H
　
民
族
の
敵
に
対
す
る
対
内
戦
争

日
　
共
同
体
と
犯
罪
　
（
以
上
　
『
法
経
研
究
』
第
三
九
巻
第
二
号
）

臼
　
共
同
体
と
刑
罰
　
（
『
法
経
研
究
』
第
三
九
巻
第
三
号
）

佃
　
常
習
犯
罪
者
と
保
安
処
分
　
（
『
法
経
研
究
』
第
三
九
巻
第
四
号
）

㈲
　
罪
刑
法
定
主
義
の
否
定
　
（
本
号
）

民
族
共
同
体
と
法
　
（
八
）
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法
経
研
究
四
〇
号
巻
一
号
（
一
九
九
一
年
）

㈲
　
罪
刑
法
定
主
義
の
否
定

「
ナ
チ
ス
刑
法
は
、
共
同
体
の
統
一
と
団
結
の
保
護
の
た
め
、
民
族
の
敵
お
よ
び
害
虫
に
対
処
し
う
る
刃
こ
ぼ
れ
の
な
い
鋭
利
な
武
器
と

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
、
こ
う
し
た
観
占
㌫
ら
、
そ
れ
が
も
つ
「
圧
倒
的
な
自
由
主
義
的
性
格
」
の
故
に
、
そ
の
克
服
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
た

一
八
七
一
年
の
『
刑
法
典
』
の
中
に
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
最
大
の
攻
撃
目
標
と
さ
れ
た
条
項
と
し
て
、
以
下
の
規
定
が
あ
っ
た
。
即
ち
、
「
行

為
は
、
そ
れ
が
な
さ
れ
る
以
前
に
刑
罰
が
法
律
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
為
が
な
さ

れ
た
時
か
ら
判
決
の
言
い
渡
し
に
至
る
ま
で
の
間
に
法
律
の
変
更
が
あ
る
時
、
も
っ
と
も
軽
い
法
律
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

い
わ
ゆ
る
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
原
則
を
宣
言
し
た
と
さ
れ
る
『
刑
法
典
』
第
二
条
の
こ
の
規
定
が
、
ナ
チ
ス
登
場
以
前
、
ド
イ
ツ
刑
法

理
論
を
支
配
し
た
と
こ
ろ
の
、
法
益
概
念
に
定
位
し
、
「
構
成
要
件
論
」
を
中
核
と
す
る
犯
罪
論
の
一
つ
の
論
理
的
帰
結
に
他
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
に
ち
が
い
な
い
。
社
会
の
中
で
生
起
す
る
無
数
の
反
社
会
的
・
反
遺
徳
的
行
為
の
す
べ
て
が
「
犯
罪
」

と
な
る
わ
け
で
は
な
い
、
そ
れ
が
構
成
要
件
論
の
前
提
で
あ
り
、
出
発
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
提
か
ら
し
て
、
立
法
者
に
対
し
以
下
の
要
請

が
出
さ
れ
る
。
即
ち
、
立
法
者
は
、
予
め
、
無
数
の
行
為
の
中
か
ら
、
「
刑
罰
」
と
い
う
強
制
手
段
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
べ
き
〓
疋
の
権
利
主

体
に
帰
属
す
る
財
貨
、
即
ち
、
「
法
益
」
に
定
位
し
っ
つ
ー
む
ろ
ん
、
法
益
の
選
択
・
確
定
は
立
法
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
ー
、

刑
法
的
評
価
の
対
象
と
す
べ
き
「
行
為
」
を
抽
出
し
、
さ
ら
に
、
行
為
の
主
体
・
客
体
・
態
様
等
に
て
ら
し
て
、
こ
れ
を
類
型
化
し
、
法
的

な
定
型
と
し
て
刑
法
各
本
条
に
個
別
的
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
の
法
的
定
型
が
、
「
構
成
要
件
」
、
あ
る
い
は
「
法
的
構
成

要
件
」
の
名
で
呼
ば
れ
る
当
の
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
窃
盗
罪
の
場
合
、
「
財
産
」
を
保
護
法
益
と
し
、
そ
の
構
成
要
件
は
次
の
よ
う

に
規
定
さ
れ
る
。
「
違
法
に
領
得
す
る
意
図
を
も
っ
て
他
人
よ
り
自
己
に
属
せ
ざ
る
動
産
を
奪
取
し
た
者
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
強
盗
罪
の
場
合
、

同
じ
保
護
法
益
に
定
位
し
な
が
ら
、
法
益
侵
害
の
態
様
の
相
異
に
応
じ
て
構
成
要
件
の
内
容
は
、
「
人
身
に
対
す
る
暴
力
を
も
っ
て
、
ま
た
は

身
体
も
し
く
は
生
命
に
対
す
る
現
在
の
危
険
を
も
っ
て
す
る
脅
迫
に
訴
え
、
違
法
に
領
得
す
る
意
図
を
も
っ
て
他
人
よ
り
自
己
に
属
せ
ざ
る



動
産
を
奪
取
し
た
者
」
　
へ
と
変
化
す
る
。
社
会
の
中
で
生
起
す
る
あ
れ
こ
れ
の
行
為
は
、
か
か
る
構
成
要
件
に
該
当
す
る
限
り
に
お
い
て
、

刑
法
的
評
価
の
対
象
と
さ
れ
、
逆
に
、
実
質
的
正
義
の
観
点
か
ら
し
て
、
た
と
え
ど
れ
ほ
ど
不
法
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
以
上
は
、
刑
法
的
評
価
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

こ
こ
に
お
い
て
、
構
成
要
件
論
が
、
国
家
の
刑
罰
権
の
行
使
を
統
制
・
制
限
す
る
も
の
と
し
て
、
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
思
想
と
結
び
つ
く

こ
と
は
も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
（
呈
一
切
の
犯
罪
が
、
法
的
構
成
要
件
、
つ
ま
り
は
、
法
律
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
む
ろ
ん
、
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
既
に
第
二
秦
の
文
言
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
切
の
刑
罰
も
ま
た
法
律
の
存
在
を
前
提
と
す
る
。
い
か
な
る
行
為
が
犯

罪
と
な
る
か
、
そ
し
て
ま
た
、
犯
罪
に
対
し
い
か
な
る
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
か
は
「
法
律
」
に
よ
っ
て
の
み
決
定
さ
れ
る
。
「
法
律
な
け
れ
ば

犯
罪
な
し
、
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
、
こ
れ
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
帰
結
さ
れ
る
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
も
ま
た
、
第
二
六
条
に
お
い
て
、
刑
法
第
二
条
第
一
項
の
文
言
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、

こ
れ
が
憲
法
上
の
原
則
で
も
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
「
行
為
は
、
そ
れ
が
な
さ
れ
る
以
前
に
刑
罰
が
法
律
に
よ
り
規
定

さ
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
か
か
る
規
範
主
義
的
な
観
念
が
、
「
犯
罪
と
は
法
益
侵
害
で
あ
る
」
と
の
観

念
同
様
、
近
代
に
固
有
の
世
界
観
の
反
映
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
独
立
の
個
人
人
格
を
出
発
点
と
し
、

こ
の
独
立
人
格
の
国
家
か
ら
の
自
由
な
生
活
領
域
の
最
大
限
の
保
障
を
目
的
に
、
個
人
生
活
へ
の
国
家
の
干
渉
を
可
能
な
限
り
制
限
す
る
と

と
も
に
、
減
少
し
た
国
家
の
一
切
の
権
力
活
動
を
、
予
め
国
民
代
表
機
関
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
に
依
存
せ
し
め
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

個
人
の
自
由
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
と
な
る
窓
意
的
・
檀
断
的
な
権
力
活
動
を
防
止
し
、
同
時
に
国
家
の
権
力
活
動
の
予
測
可
能
性
を
実
現

し
よ
う
と
す
る
近
代
の
個
人
主
義
的
自
由
主
義
的
法
治
国
家
思
想
の
具
体
的
表
現
の
一
つ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
そ
の
限
り
、
民

族
の
最
終
目
標
の
実
現
を
目
的
に
、
法
律
や
命
令
の
有
無
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
「
共
同
体
の
分
肢
で
あ
る
」
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
に
も
と

づ
い
て
、
す
べ
て
の
民
族
同
胞
に
対
し
、
最
終
目
標
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
生
活
状
況
の
中
で
、
共
同
体
に
対
す
る
「
全
体
的
義
務
」
を
課
し
う

民
族
共
同
体
と
法
　
（
八
）
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五
〇

る
も
の
と
し
、
そ
し
て
ま
た
、
刑
法
に
対
し
、
闘
争
法
と
し
て
、
運
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
お
い
て
課
せ
ら
れ
る
か
か
る
義
務
に
違
背
し
、

共
同
体
の
統
一
と
団
結
を
破
壊
し
ょ
う
と
す
る
一
切
の
民
族
の
敵
お
よ
び
害
虫
へ
の
厳
格
か
つ
遺
漏
の
な
い
対
応
を
要
求
す
る
共
同
体
思
想

が
、
「
法
律
な
け
れ
ば
犯
罪
な
し
」
と
の
原
則
に
与
し
え
な
か
っ
た
と
し
て
何
の
不
思
議
も
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

早
く
も
一
九
三
三
年
三
月
二
九
日
、
『
絞
首
刑
に
関
す
る
法
律
』
に
お
い
て
、
従
来
の
『
刑
法
典
』
に
よ
る
限
り
せ
い
ぜ
い
終
身
の
重
懲
役

の
対
象
と
し
か
な
ら
な
い
国
会
放
火
犯
、
ヴ
ァ
ン
・
デ
ア
・
ル
ッ
べ
に
対
す
る
死
刑
執
行
を
目
的
に
、
二
月
二
八
日
の
『
民
族
と
国
家
の
保

護
の
た
め
の
大
統
領
令
』
第
五
条
の
遡
及
適
用
を
命
令
し
、
刑
法
第
二
条
お
よ
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
二
六
条
の
定
め
る
原
則
が
新
た
な

政
治
指
導
部
の
方
針
に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
意
思
を
は
じ
め
て
明
ら
か
な
ら
し
め
た
ラ
イ
ヒ
政
府
は
、
そ
の
後
、
一
九
三
三
年
一

一
月
二
四
日
の
『
常
習
犯
罪
者
法
』
第
三
章
に
お
い
て
、
保
安
処
分
に
関
し
て
で
は
あ
る
が
、
そ
の
遡
及
適
用
を
指
示
、
即
ち
、
「
保
安
お

よ
び
矯
正
の
措
置
に
つ
い
て
は
判
決
の
当
時
妥
当
す
る
法
律
に
し
た
が
っ
て
決
定
す
べ
し
」
、
こ
れ
が
刑
法
第
二
条
a
と
し
て
新
た
に
設
け
ら

れ
た
規
定
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
執
行
が
刑
法
第
二
〇
条
a
に
か
か
わ
る
「
危
険
な
常
習
犯
罪
者
」
に
対
す
る
保
安
監
置
に
つ
い
て
は
、

第
五
章
に
お
い
て
特
別
に
こ
れ
を
規
定
、
即
ち
、
「
公
の
安
全
の
必
要
性
」
を
条
件
に
、
一
九
三
四
年
一
月
一
日
以
前
に
行
わ
れ
た
行
為
へ
と

遡
及
さ
せ
、
ま
た
、
一
九
三
四
年
一
月
一
日
以
前
の
判
決
に
よ
り
服
役
中
の
「
危
険
な
道
徳
犯
罪
者
」
に
つ
い
て
も
、
「
公
の
安
全
の
必
要
性
」

を
条
件
に
、
去
勢
措
置
の
追
加
を
許
可
。
あ
る
い
は
、
形
式
的
不
法
に
代
わ
り
、
「
実
質
的
不
法
」
の
観
念
を
『
刑
法
典
』
に
導
入
し
た
も
の

と
し
て
、
同
じ
『
常
習
犯
罪
者
法
』
　
に
お
い
て
変
更
と
追
加
が
行
わ
れ
た
「
責
任
無
能
力
者
」
　
お
よ
び
「
限
定
責
任
能
力
者
」
　
に
関
す
る
刑

法
第
五
一
条
の
規
定
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
欠
如
」
あ
る
い
は
「
限
定
」
が
問
題
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
「
行
為
の
不
法
（
U
n
e
ユ
a
u
b
t
e
）
　
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
ま
た
は
こ
の
認
識
に
し
た
が
っ
て
行
為
を
な
す
能
力
」
　
に
い
う
、
「
行
為
の
不
法
」
　
に
つ
い
て
、
『
理
由
書
』
　
は
次
の
よ

う
に
い
う
、
即
ち
、
「
不
法
と
い
う
概
念
は
不
適
法
（
U
n
r
e
c
h
t
m
竜
i
g
）
よ
り
も
広
く
、
法
に
対
す
る
違
反
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
ま
た
道

徳
律
に
対
す
る
違
反
を
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
ら
の
行
為
が
、
法
的
あ
る
い
は
道
徳
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
い
う



こ
と
を
、
行
為
者
が
認
識
す
る
能
力
を
有
し
て
い
た
か
否
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
」
こ
の
規
定
の
も
つ
新
た
な
意
味
は
、
一
九
二
三
年
の
『
少

年
裁
判
所
法
』
第
三
条
．
が
少
年
の
責
任
能
力
に
関
し
て
定
め
た
「
行
為
の
不
適
法
（
U
n
g
e
S
e
E
i
c
h
e
）
」
と
比
較
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た

し
か
に
、
『
法
律
』
は
、
責
任
能
力
の
問
題
に
関
連
し
て
、
「
道
徳
律
は
制
定
法
と
同
列
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
原
則
、
つ
ま
り
罪

刑
法
定
主
義
と
は
明
ら
か
に
相
い
れ
な
い
重
要
な
原
則
を
打
ち
立
て
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
遡
及
効
、
あ
る
い
は
実
質
的
不
法
の
観
念
の
導

入
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
の
修
正
・
否
定
は
、
可
罰
的
行
為
の
拡
大
と
い
う
局
面
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
「
レ
ー
ム
事
件
」
に
関
し
て
、
一
九
三
四
年
七
月
三
日
、
ラ
イ
ヒ
政
府
の
手
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
『
国
家
緊
急
防
衛
措
置
法
』

は
、
逆
の
面
か
ら
、
共
同
体
思
想
が
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
と
相
い
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ド
イ
ツ
国
民
に
は
っ
き
り
と
印
象
づ
け
る

も
の
と
な
っ
た
。
『
法
律
』
は
い
う
、
「
大
逆
的
な
ら
び
に
背
反
的
攻
撃
の
鎮
圧
の
た
め
、
一
九
三
四
年
六
月
三
〇
日
、
七
月
一
日
及
び
二
日

に
行
わ
れ
た
諸
措
置
は
、
国
家
緊
急
防
衛
と
し
て
正
当
な
も
の
で
あ
る
。
」

以
上
が
、
個
別
の
緊
急
の
要
請
に
対
応
し
た
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則
の
修
正
な
い
し
は
否
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ラ
イ
ヒ
政
府
は
、
一

九
三
五
年
六
月
二
八
日
の
『
刑
法
典
の
改
正
の
た
め
の
法
律
』
に
お
い
て
、
「
刑
事
司
法
の
柔
軟
化
、
実
質
的
正
義
の
実
現
と
、
民
族
共
同
体

の
よ
り
効
果
的
な
保
護
」
を
目
的
に
第
二
条
を
全
面
的
に
改
正
、
九
月
一
日
か
ら
こ
れ
を
実
施
し
た
。
「
法
律
が
可
罰
的
で
あ
る
と
宣
言
し
た

行
為
、
ま
た
は
刑
罰
法
規
の
基
本
思
想
な
ら
び
に
健
全
な
民
族
感
情
に
し
た
が
い
処
罰
に
値
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
は
処
罰
さ
れ
る
。
行
為

に
対
し
直
接
適
用
さ
れ
る
べ
き
特
定
の
刑
罰
法
規
が
な
い
場
合
、
行
為
は
、
そ
れ
に
も
っ
と
も
よ
く
適
合
す
る
基
本
精
神
を
も
っ
た
法
律
に

も
と
づ
い
て
処
罰
さ
れ
る
」
、
こ
れ
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
第
二
条
の
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
条
項
は
、
「
法
律
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
の
単

な
る
例
外
規
定
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
法
文
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
刑
罰
法
規
の
基
本
思
想
と
健
全
な
民
族
感
情
に
由
来
す
る

不
文
の
法
が
、
制
定
法
規
と
な
ら
ん
で
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
等
の
地
位
を
も
つ
法
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
さ
ら
に
、

『
改
正
法
』
は
、
従
来
第
二
条
第
二
項
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
た
刑
罰
法
規
の
時
間
的
妥
当
に
関
し
、
こ
れ
を
新
た
に
第
二
条
a
と
し
て

民
族
共
同
体
と
法
　
（
八
）
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経
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四
〇
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巻
二
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（
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九
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年
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五
二

規
定
、
従
来
の
強
制
的
規
定
を
改
め
る
に
至
っ
た
。
即
ち
、
「
行
為
の
可
罰
性
と
刑
罰
は
、
行
為
の
時
点
に
お
い
て
妥
当
す
る
法
（
R
e
c
h
t
）

に
し
た
が
い
決
定
さ
れ
る
。
判
決
の
時
点
、
行
為
の
時
点
よ
り
も
軽
い
法
律
が
妥
当
す
る
場
合
、
こ
の
軽
い
法
律
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
判
決
の
時
点
、
行
為
が
も
は
や
刑
罰
威
嚇
の
対
象
で
は
な
く
な
っ
た
時
、
処
罰
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
　
こ
の
改
正
に
関
連
し
、

同
じ
日
、
ラ
イ
ヒ
政
府
は
、
『
刑
事
訴
訟
規
則
な
ら
び
に
裁
判
所
構
成
法
の
改
正
の
た
め
の
法
律
』
　
を
制
定
、
そ
の
中
で
、
『
刑
事
訴
訟
法
』

に
第
一
七
〇
条
a
お
よ
び
第
二
六
七
条
a
と
し
て
以
下
の
規
定
を
追
加
、
「
健
全
な
民
族
感
情
に
し
た
が
い
処
罰
に
値
す
る
行
為
が
、
法
律
上

可
罰
的
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
検
察
官
は
、
刑
罰
法
規
の
基
本
思
想
が
そ
の
行
為
に
合
致
す
る
か
否
か
、
ま
た
、
こ
の
刑
罰

法
規
の
類
推
適
用
に
よ
り
正
義
を
実
現
し
う
る
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
こ
れ
が
、
第
一
七
〇
条
a
で
あ
っ
た
。
第
二
六
七

条
a
は
い
う
、
「
被
告
人
が
、
健
全
な
民
族
感
情
に
し
た
が
い
処
罰
に
値
す
る
も
、
法
律
上
可
罰
的
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
な
い
行
為
を
行
っ

た
こ
と
が
公
判
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
刑
罰
法
規
の
基
本
思
想
が
そ
の
行
為
に
合
致
す
る
か
否
か
、
ま
た
、
こ
の

刑
罰
法
規
の
類
推
適
用
に
よ
り
正
義
を
実
現
し
う
る
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

こ
の
年
の
八
月
一
九
日
、
ラ
イ
ヒ
司
法
大
臣
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
「
国
際
刑
法
・
監
獄
会
議
」
　
に
お

い
て
、
『
ド
イ
ツ
刑
法
革
新
の
中
の
正
義
の
思
想
』
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
改
正
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
た
な
条
項
の
も
つ
意
義

と
機
能
が
何
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
非
難
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
行
為
は
、
し
か
る
べ
き
報
い
を
兄
い
出
す
べ
き
で
あ
る
。
い
か
な

る
者
も
、
法
律
の
網
の
目
を
潜
り
抜
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
行
為
を
行
っ
た
者
は
、
誰
で
あ
れ
、
法
律
の

不
備
に
か
か
わ
り
な
く
、
本
来
彼
に
帰
属
す
べ
き
処
罰
を
科
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
N
u
〓
a
p
O
e
n
a
S
i
n
e
－
e
g
e
に
対
し
、

N
u
〓
u
m
c
r
i
m
e
n
s
i
n
e
p
O
e
n
a
と
い
う
原
則
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
　
こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
刑
法
改
正
の
理
由
を
明
ら
か
に
し

た
ギ
ユ
ル
ト
ナ
ー
は
、
さ
ら
に
、
こ
の
改
正
の
結
果
、
刑
法
な
ら
び
に
刑
事
司
法
に
対
し
ま
っ
た
く
新
た
な
課
題
、
即
ち
、
「
真
な
る
正
義
の

実
現
」
が
課
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
す
る
、
「
法
律
の
定
め
る
刑
罰
規
定
に
違
反
し
た
者
だ
け
を
処
罰
す
る
こ
と
で
満
足
す
る
限
り
、
そ
れ
は
、



正
義
の
目
標
を
た
だ
部
分
的
に
実
現
す
る
だ
け
で
し
か
な
い
。
立
法
者
が
欠
鉄
を
放
置
し
て
お
い
た
場
合
、
あ
る
い
は
ま
た
、
犯
罪
者
が
立

法
者
に
よ
っ
て
予
見
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
抜
け
穴
を
発
見
し
た
場
合
、
裁
判
官
に
法
律
の
適
用
を
諦
め
さ
せ
る
こ
と
は
、
真
の
正
義
の
要

請
と
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
将
来
起
こ
り
う
る
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
を
予
見
し
、
前
も
っ
て
制
定
法
化
す
る
こ
と
は
、

い
か
な
る
立
法
者
に
と
っ
て
も
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
律
が
不
完
全
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
行
為
に
対
す
る
処

罰
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
む
し
ろ
、
立
法
者
が
欠
紙
の
存
在
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
埋
め
る
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
処
罰
が
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
真
な
る
正
義
か
ら
す
る
要
求
に
他
な
ら
な
い
。
」
も
は
や
、
「
形
式

的
不
法
」
は
新
た
な
ナ
チ
ス
刑
法
の
理
念
で
は
な
か
っ
た
。
「
そ
れ
に
代
わ
っ
て
実
質
的
不
法
の
概
念
が
登
場
す
る
。
民
族
共
同
体
の
利
益
に

対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
、
民
族
の
生
存
の
要
求
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
違
反
が
不
法
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
今
後
、
ド
イ
ツ
で
は
、
法
律

に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、
不
法
が
行
わ
れ
う
る
。
刑
罰
に
よ
る
威
嚇
が
存
在
し
な
い
場
合
で
も
、
民
族
共
同
体
が
立
て
た

生
存
目
標
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
は
不
法
と
な
る
。
」
か
く
て
、
法
律
は
、
「
法
と
不
法
に
関
す
る
唯
一
の
認
識
根
拠
」
た
る
資
格
を
喪
失

す
る
。
む
ろ
ん
、
民
族
の
指
導
者
が
、
自
ら
の
意
思
を
そ
の
中
に
表
現
す
る
「
法
律
が
、
法
を
認
識
す
る
た
め
の
も
っ
と
も
重
要
な
根
拠
で

あ
る
」
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、
「
立
法
者
が
、
生
活
の
す
べ
て
の
状
況
を
漏
れ
な
く
規
則
化
す
る
こ
と
の
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を

承
知
し
、
残
さ
れ
た
欠
軟
の
補
充
を
裁
判
官
に
任
せ
た
」
限
り
に
お
い
て
、
立
法
者
と
裁
判
官
の
関
係
は
、
ま
っ
た
く
新
た
な
観
占
㌫
ら
規

定
し
な
お
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、
戦
争
に
お
い
て
、
全
体
の
作
戦
目
標
だ
け
を
示
し
、
そ
の
枠
内
で
の
状
況
に
応

じ
た
彼
の
意
思
の
具
体
化
を
下
位
の
指
揮
官
に
委
ね
る
将
軍
の
よ
う
に
、
「
立
法
者
も
ま
た
、
彼
が
立
て
た
全
体
的
な
目
標
の
枠
の
中
で
の
法

の
発
見
を
裁
判
官
に
任
せ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
犯
罪
者
に
対
す
る
闘
い
に
お
い
て
、
裁
判
官
に
対
し
、
状
況
に
応
じ
た
行
動
が
命
じ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。
」
そ
の
際
、
こ
れ
に
よ
り
、
「
法
の
不
安
定
性
」
が
惹
起
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
の
当
然
予
想
さ
れ
う
る
疑
問

に
対
し
、
「
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
は
い
う
、
「
な
ぜ
な
ら
、
ナ
チ
ズ
ム
は
ド
イ
ツ
民
族
に
統
一
的
な
、
民
族
全

民
族
共
同
体
と
法
　
（
八
）
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五
四

体
を
支
配
す
る
世
界
観
を
与
え
た
の
だ
か
ら
。
こ
の
統
一
的
な
世
界
観
か
ら
、
裁
判
官
は
〔
法
を
〕
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

世
界
観
が
、
立
法
者
の
中
心
思
想
を
認
識
し
理
解
す
る
根
拠
と
し
て
、
法
適
用
の
統
一
性
を
保
障
す
る
。
」

も
は
や
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
『
改
正
法
』
の
も
つ
意
義
と
影
響
力
は
、
単
に
一
つ
の
条
文
の
改
正
と
い
っ
た
も
の
に
と
ど
ま
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
共
同
体
の
統
一
と
団
結
を
破
壊
せ
ん
と
す
る
一
切
の
有
害
分
肢
に
対
し
、
具
体
的
な
立
法
の
有
無
と
か
か
わ
り
な
く
、
ナ

チ
ズ
ム
の
世
界
観
の
立
場
か
ら
、
共
同
体
の
保
護
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
刑
罰
威
嚇
を
行
う
「
法
律
上
の
根
拠
」
を
裁
判
官
に
与
え
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
条
項
は
、
犯
罪
者
に
対
す
る
闘
争
法
と
し
て
の
ナ
チ
ス
刑
法
の
要
石
と
し
て
の
地
位
と
性
格
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
の

だ
か
ら
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
う
、
「
『
改
正
法
』
は
、
類
推
の
禁
止
を
類
推
の
命
令
に
よ
り
置
き
換
え
、
裁
判
官
に
対
し
法
創
造
を

期
待
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
る
ほ
ど
新
た
な
刑
法
典
で
は
な
い
に
せ
よ
、
し
か
し
、
一
つ
の
新
た
な
刑
法
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
そ
れ
は

単
な
る
『
改
正
』
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
従
来
の
刑
法
典
は
根
本
か
ら
覆
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
た
と
え
、
文
言
上
、
刑
法
典
の
個
々

の
条
項
は
不
変
の
ま
ま
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
本
質
的
に
従
来
の
も
の
と
は
異
な
る
内
容
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
」

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
先
の
ギ
ユ
ル
ト
ナ
ー
の
言
葉
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
近
代
的
な
法
治
国
家
的
意
味
で
の
法
的
安
定
性
は

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
実
質
的
正
義
の
優
位
と
、
厳
格
な
法
律
拘
束
性
か
ら
の
裁
判
官
の
解
放
に
よ
り
、
今
や
、
民

族
同
胞
は
、
共
同
体
の
中
で
、
何
が
禁
じ
ら
れ
、
何
が
許
さ
れ
て
い
る
か
を
確
実
に
知
る
手
掛
か
畑
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
。
『
刑
法

典
』
は
そ
の
た
め
の
保
障
で
は
な
く
な
っ
た
。
「
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る
」
に
代
わ
っ
て
、
ま
っ
た
く
新
た
な
行
動
原
理

が
登
場
す
る
、
即
ち
、
「
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
『
刑
法
委
員
会
』
も
ま
た
、
第
一
読
会
に
お
け
る

論
議
の
報
告
の
中
で
、
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
確
認
し
て
い
る
、
「
自
ら
の
行
為
が
適
法
で
あ
る
か
否
か
に
つ
き
、
疑
念
を
も
つ
者
は
、
行

為
を
差
し
控
え
る
こ
と
が
賢
明
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
敢
え
て
そ
の
こ
と
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
危
険

を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」



も
っ
と
も
、
『
委
員
会
』
　
の
忠
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
行
為
の
差
し
控
え
」
が
常
に
安
全
を
保
障
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
事

態
は
ま
っ
た
く
逆
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
す
べ
て
の
民
族
同
胞
に
対
し
、
民
族
の
最
終
目
標
の
実
現
に
向
け
全
力
を
尽

く
し
、
協
働
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
民
族
共
同
体
の
中
に
あ
っ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
ラ
ウ
シ
ュ
ニ
ン
グ
に
対
し
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
「
何

も
し
な
い
」
こ
と
は
そ
れ
だ
け
で
既
に
共
同
体
に
と
っ
て
有
害
な
敵
対
的
行
為
と
し
て
、
断
罪
の
対
象
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
か
ら
。
こ
う
し
た
思
想
は
、
既
に
、
カ
ル
ル
ス
ル
ー
工
区
裁
判
所
の
一
九
三
三
年
五
月
一
九
日
の
判
決
の
中
に
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ

て
い
た
。
五
月
八
日
、
カ
ル
ル
ス
ル
ー
エ
で
の
ラ
イ
ヒ
代
官
の
任
命
式
の
席
上
、
ド
イ
ツ
国
歌
、
ホ
ル
ス
ト
ヴ
エ
ッ
セ
ル
の
歌
を
歌
わ
ず
、

ま
た
ヒ
ト
ラ
ー
式
挨
拶
を
行
わ
ず
、
刑
法
第
三
六
〇
条
第
二
号
－
1
－
「
不
当
に
静
穏
を
乱
す
騒
ぎ
を
惹
起
し
、
あ
る
い
は
甚
だ
し
い
狼
籍
を

は
た
ら
い
た
者
は
、
罰
金
ま
た
は
拘
留
に
処
す
」
　
－
　
違
反
に
問
わ
れ
た
被
告
人
に
対
し
て
判
決
は
い
う
、
「
少
し
前
ま
で
は
、
純
粋
に
党
員

だ
け
が
行
う
信
仰
告
白
の
様
式
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ヒ
ト
ラ
ー
式
挨
拶
は
、
今
日
、
単
に
党
の
枠
を
超
え
て
、
ド
イ
ツ
国
民
に
よ
り
新
た
な
国

家
へ
の
信
仰
告
白
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
や
一
つ
の
党
へ
の
帰
属
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
ナ

チ
ス
党
の
指
導
に
よ
り
改
革
さ
れ
た
政
治
状
況
を
承
認
し
、
肯
定
し
、
新
た
な
国
家
に
協
力
す
る
宣
言
を
意
味
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
…
…

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
式
挨
拶
を
行
う
こ
と
は
、
〔
た
と
え
法
律
上
の
義
務
で
は
な
い
に
せ
よ
〕
拘
束
力
を
も
っ
た
公
衆
道
徳
で
あ

る
と
み
な
し
て
差
し
支
え
な
い
。
…
…
新
国
家
、
指
導
者
へ
の
信
仰
告
白
が
求
め
ら
れ
る
国
民
的
集
会
に
参
加
し
な
が
ら
、
共
同
の
意
思
表

明
を
共
に
行
わ
な
い
者
は
、
集
会
の
統
一
と
精
神
を
乱
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
…
…
証
拠
調
べ
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
式
典

に
参
加
し
た
す
べ
て
の
人
々
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
式
挨
拶
を
行
っ
た
。
合
唱
に
も
参
加
し
な
か
っ
た
被
告
人
の
み
が
、
手
を
挙
げ
ず
、
そ
の
場
の

人
々
に
奇
異
な
感
じ
を
、
そ
し
て
ま
た
不
快
感
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
…
…
被
告
人
は
、
自
ら
の
態
度
が
人
々
の
感
情
を
害
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
認
識
で
き
た
し
、
ま
た
裁
判
所
の
確
信
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
う
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
は
、
ま
わ
り
の
人
々
か

ら
手
を
挙
げ
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
そ
う
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
彼
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
々
の
信

民
族
共
同
体
と
法
　
（
八
）



法
経
研
究
四
〇
号
巻
一
号
　
（
一
九
九
一
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

念
や
考
え
方
を
拒
否
す
る
こ
と
を
明
ら
か
な
ら
し
め
、
そ
の
結
果
、
刑
法
第
三
六
〇
条
第
二
号
に
い
う
不
穏
な
状
況
が
生
み
だ
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
」
「
何
も
し
な
い
」
　
こ
と
そ
れ
自
体
を
刑
法
非
難
の
対
象
と
し
た
か
か
る
判
決
の
結
論
が
、
政
治
指
導
部
の
意
思
に
適
う

も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
判
決
の
理
論
構
成
が
、
い
わ
ゆ
る
「
不
真
正
不
作
為
犯
」
　
に
関
す
る
従
来
の
通
説
、
即
ち
、
彼
ら
に
対
す
る
処
罰

は
、
も
っ
ぱ
ら
当
事
者
が
予
め
結
果
回
避
の
「
法
律
上
の
義
務
」
を
負
う
場
合
に
限
ら
れ
る
と
し
て
き
た
通
説
的
見
解
を
超
え
、
当
時
の
『
刑

法
典
』
　
の
規
定
か
ら
し
て
い
さ
さ
か
強
引
な
解
釈
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
否
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
第
二
条
の
改
正
は
こ
う
し
た
状
況
を
も
一
変
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
「
健
全
な
民
族
感
情
に
し
た
が
い
処
罰
に
値
す
る
行
為
を
行
っ
た
者
は

処
罰
さ
れ
る
」
と
の
新
た
な
条
項
は
、
単
に
「
法
律
上
の
義
務
」
だ
け
で
な
く
、
『
プ
ロ
イ
セ
ン
司
法
大
臣
の
覚
書
』
や
フ
ラ
ン
ク
の
『
指
導

原
則
』
が
要
求
し
て
き
た
、
共
同
体
に
由
来
す
る
「
道
徳
義
務
」
　
の
不
作
為
に
よ
る
侵
害
を
も
「
刑
法
上
」
明
確
に
可
罰
行
為
と
み
な
す
可

能
性
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
の
だ
か
ら
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
族
の
最
終
目
標
実
現
の
た
め
、
共
同
体
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
民
族
同

胞
す
べ
て
に
課
せ
ら
れ
る
共
同
体
義
務
を
履
行
し
よ
う
と
せ
ず
、
共
同
体
の
事
柄
に
無
関
心
を
決
め
込
む
い
わ
ゆ
る
「
非
協
力
者
」
、
「
怠
業

者
」
に
対
す
る
刑
法
的
断
罪
の
手
掛
か
り
が
刑
事
司
法
に
対
し
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
す
べ
て
の
民
族
同
胞

は
、
積
極
的
な
行
為
を
行
う
こ
と
も
、
ま
た
行
為
を
差
し
控
え
る
こ
と
も
、
と
も
に
そ
こ
か
ら
生
ず
る
危
険
　
－
　
刑
法
的
非
難
1
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
に
投
げ
こ
ま
れ
た
の
で
あ
り
、
逆
に
、
政
治
指
導
部
は
、
最
終
目
標
に
定
位
し
た
運
動
の
あ

ら
ゆ
る
段
階
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
状
況
の
場
で
、
す
べ
て
の
民
族
同
胞
に
対
し
、
文
字
通
り
、
彼
ら
の
「
現
存
在
の
幅
と
深
み
の
全
体
を
支
配

（

2

5

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

6

）

す
る
」
権
限
と
手
段
を
手
に
入
れ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
の
根
本
的
な
改
正
の
後
も
、
ラ
イ
ヒ
政
府
は
個
々
の
立
法
の
中
で
、
繰
り
返
し
、
遡
及
処
罰
、
あ
る
い
は
健
全
な
民
族
感
情
に
よ
る
処

罰
を
具
体
的
に
指
示
す
る
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
「
営
利
を
目
的
に
、
貯
計
、
脅
迫
、
ま
た
は
暴
力
を
用
い
て
、
小
児
を
誘
拐
し
、
あ
る
い

は
、
そ
の
他
自
由
を
剥
奪
し
た
者
」
　
に
対
し
死
刑
を
定
め
た
一
九
三
六
年
六
月
二
二
日
の
　
『
小
児
営
利
誘
拐
法
』
　
は
、
そ
の
効
力
を
一
九
三



六
年
六
月
一
日
に
、
「
強
盗
の
意
図
を
も
ち
、
自
動
車
を
停
止
さ
せ
る
装
置
を
置
い
た
者
」
に
対
し
死
刑
を
定
め
た
一
九
三
八
年
六
月
二
二
日

の
『
街
路
強
臥
酢
は
、
そ
の
効
力
を
一
九
三
六
年
一
月
一
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
遡
及
さ
せ
、
そ
の
他
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
四
日
の
『
少
年

重
大
犯
罪
者
に
対
す
る
保
護
の
A
堅
、
一
九
三
九
年
二
月
五
日
の
『
暴
力
犯
罪
者
A
堅
、
一
九
四
二
年
一
一
月
二
二
日
の
『
背
反
罪
に
対

す
る
規
定
の
補
充
に
関
す
る
乱
撃
一
九
四
三
年
二
月
六
日
の
『
少
年
刑
法
A
町
野
は
、
い
ず
れ
も
、
よ
。
一
般
的
に
、
「
法
律
〔
命
令
〕

は
、
そ
れ
が
効
力
を
発
す
る
以
前
に
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
」
と
の
規
定
を
お
い
た
。
あ
る
い
は
、
健
全
な
民
族
感
情

に
対
す
る
侵
害
・
違
反
を
当
該
行
為
の
処
罰
の
根
拠
と
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
三
九
年
一
一
月
二
五
日
の
『
ド
イ
ツ
民
族
の
国
防
力
保
護

の
た
め
の
刑
法
規
定
の
補
充
に
関
す
る
A
範
』
が
、
ま
た
、
健
全
な
民
族
感
情
を
刑
罰
の
加
重
根
拠
と
す
る
も
の
に
、
一
九
四
四
年
五
月
五

日
の
『
戦
時
特
別
刑
法
令
補
充
の
た
め
の
第
五
命
令
』
が
あ
っ
た
。

（
3
6
）

一
九
四
一
年
一
二
月
四
日
の
『
編
入
さ
れ
た
東
方
地
域
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
刑
事
司
法
に
関
す
る
命
令
』

は
、
そ
れ
が
も
つ
内
容
か
ら
し
て
、
こ
う
し
た
一
連
の
立
法
措
置
の
中
に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
新
た
な
段
階
を
画
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
な

さ
れ
る
。
第
二
条
は
い
う
、
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
ド
イ
ツ
刑
罰
法
規
に
違
反
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
刑
罰
法
規
の

基
本
思
想
に
も
と
づ
き
、
編
入
さ
れ
た
東
方
地
域
の
中
に
存
在
す
る
国
家
の
必
要
性
に
従
っ
て
刑
罰
に
値
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
も
ま

た
処
罰
さ
れ
る
。
」
さ
ら
に
、
第
三
条
は
、
死
刑
に
関
し
、
以
下
の
規
定
を
お
い
た
、
「
法
律
が
予
め
死
刑
を
定
め
る
も
の
で
な
い
場
合
に
も
、

行
為
が
特
別
に
低
劣
な
心
情
を
明
ら
か
な
ら
し
め
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
理
由
か
ら
特
別
に
重
大
で
あ
る
場
合
、
死
刑
が
宣
告
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
重
大
少
年
犯
罪
者
に
対
し
て
も
、
死
刑
が
科
せ
ら
れ
う
る
も
の
と
す
る
。
」
同
じ
よ
う
に
罪
刑
法
定
主
義
の
原
則

の
否
定
を
宣
言
し
な
が
ら
、
『
命
令
』
が
、
刑
罰
法
規
と
並
ぶ
第
二
の
法
源
と
し
て
、
「
健
全
な
民
族
感
情
」
で
は
な
く
、
「
国
家
の
必
要
性
」

を
掲
げ
た
こ
と
は
、
む
ろ
ん
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
ド
イ
ツ
民
族
の
血
を
有
せ
ず
、
共
同
体
に
対
し
何
ら

忠
誠
義
務
を
負
わ
な
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
、
「
不
法
、
責
任
、
購
罪
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
民
族
の
健
全
な
感
情
」
を
要
求
し
、

民
族
共
同
体
と
法
　
（
八
）
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五
八

彼
ら
の
行
為
の
可
罰
性
を
そ
れ
に
か
か
わ
ら
せ
る
こ
と
は
本
来
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。
ド
イ
ツ
民
族
な
ら
び
に
そ
の
権
威
を

代
表
す
る
国
家
官
庁
に
対
し
単
に
外
的
な
「
服
従
義
務
」
を
負
う
に
過
ぎ
な
い
彼
ら
に
対
し
て
は
、
ま
さ
し
く
「
国
家
の
必
要
性
」
が
処
罰

の
基
準
と
し
て
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
単
な
る
形
式
的
な
事
情
だ
け
で
な
く
、
こ
の
法
源
の
変
更

が
、
罪
刑
法
定
主
義
の
否
定
の
中
に
本
来
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
の
刑
事
司
法
の
「
合
目
的
化
」
の
傾
向
を
、
た
と
え
ポ
エ
フ
ン
ド
人
や
ユ
ダ

ヤ
人
を
対
象
と
し
て
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
疑
問
の
余
地
な
く
明
ら
か
な
ら
し
め
た
点
に
お
い
て
、
こ
の
『
命
令
』
は
、
一
九
三
三
年
の
『
ヴ
ァ

ン
・
デ
ア
・
ル
ッ
べ
法
』
以
来
の
立
法
の
中
で
、
画
期
を
な
す
意
義
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
裁
判
所
の
使
命
は
、
東
方
地
域
の

た
め
に
フ
ユ
ー
ラ
ー
に
よ
り
立
て
ら
れ
た
高
度
の
政
治
的
課
題
・
目
的
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
」
、
『
命
令
』
の
注
釈
の
中
で
グ
ラ
ウ
が
指
摘

し
た
よ
う
に
、
刑
事
司
法
は
、
部
分
的
と
は
い
え
、
名
目
上
も
、
は
っ
き
り
と
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
手
の
中
に
あ
る
合
目
的
な
政
治
的
道
具
へ
と

そ
の
性
格
と
役
割
を
変
え
る
に
至
っ
た
の
だ
。

一
九
三
五
年
六
月
二
八
日
の
『
改
正
法
』
を
頂
点
に
、
一
連
の
立
法
に
よ
り
推
し
進
め
ら
れ
た
罪
刑
法
定
主
義
の
否
定
が
、
ナ
チ
ス
刑
法

に
対
し
、
最
終
的
に
い
か
な
る
形
態
と
内
容
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
一
九
四
一
年
五
月
一
五
日
付
け
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
●
コ
ー

ル
の
論
説
は
、
わ
れ
わ
れ
に
そ
の
一
端
を
教
え
て
い
る
。
即
ち
、
「
か
つ
て
の
法
に
よ
れ
ば
、
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
原
則
的
に
許
さ

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
家
が
刑
罰
に
よ
り
強
制
し
う
る
事
柄
だ
け
が
義
務
で
あ
っ
た
。
も
し
、
ナ
チ
ス
国
家
が
自
ら
の
道
徳
的
か
つ
政
治

的
目
的
を
、
こ
う
し
た
古
い
法
観
念
の
助
け
を
借
り
て
実
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
法
律
機
械
を
全
速
回
転
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
結
局
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
で
、
す
べ
て
を
条
文
化
し
、
す
べ
て
の
怠
慢
を
刑
罰
で
も
っ
て
威
嚇
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
明
白
な
法
感
情
が
あ
れ
ば
、
そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
が
責
任
感
を
も
っ
て
貫
徹
さ
れ
、
あ
ら
ゆ

る
判
決
の
基
礎
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、
新
た
な
法
律
の
制
定
な
ど
不
必
要
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
現
に
あ
る
法
律
も
余
計
な
も
の
と
な
る
に
ち

が
い
な
い
。
」
こ
れ
は
同
時
に
ヒ
ト
ラ
ー
自
身
の
見
解
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、
同
じ
年
の
二
月
一
日
の
深
夜
、
総
統
大
本
営
の
中
で
、
「
立



法
に
よ
っ
て
今
よ
り
以
上
に
構
成
要
件
を
詳
細
に
規
定
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
何
の
役
に
も
た
た
な
い
」
こ
と
を
は
っ
き
り
と

確
認
し
た
上
で
さ
ら
に
以
下
の
指
摘
を
行
っ
て
い
た
、
「
重
要
な
事
柄
と
い
う
も
の
は
、
統
一
的
な
法
律
の
適
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
概

念
的
に
整
備
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
こ
と
な
の
だ
。
〓
定
の
条
件
さ
え
整
え
ば
〕
わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
あ
る
法
典
に
、
〔
ナ
チ
ズ
ム
の
〕
諸

原
則
を
と
っ
て
代
わ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
は
、
法
源
と
し
て
の
制
定
法
規
の
消
滅
と
、
そ
れ
に
代
わ
る
、
ナ
チ
ズ
ム
の
世

界
観
の
登
場
が
疑
問
の
余
地
な
く
語
ら
れ
て
い
る
。
一
九
四
二
年
三
月
二
〇
日
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
し
明
ら
か
に
し
た
刑
法
改

正
プ
ラ
ン
は
、
ま
さ
し
く
ナ
チ
ス
政
治
指
導
部
が
求
め
た
闘
争
法
と
し
て
の
ナ
チ
ス
刑
法
の
理
想
の
姿
が
何
で
あ
っ
た
の
か
を
端
的
に
表
現

し
、
明
ら
か
に
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
い
つ
も
の
日
記
に
そ
の
日
の
出
来
事
を
書
い
て
い
る
、
「
民
族
同
胞
に
広
く
知
ら
れ
た

ナ
チ
ス
の
民
族
指
導
の
諸
原
則
を
犯
し
た
者
す
べ
て
に
対
し
、
軽
懲
役
、
重
懲
役
、
あ
る
い
は
と
り
わ
け
重
大
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
死
刑

が
宣
告
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
一
つ
の
法
律
の
制
定
を
私
は
フ
ユ
ー
ラ
ー
に
提
案
し
た
。
か
か
る
法
律
は
、
犯
罪
者
に
対
す
る
戦
い
に
ま
っ
た

く
新
た
な
基
礎
を
提
供
し
、
と
り
わ
け
従
来
わ
れ
わ
れ
の
追
求
の
手
を
免
れ
て
き
た
連
中
に
対
し
、
断
固
た
る
処
置
を
と
る
こ
と
を
可
能
な

ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
」
こ
の
提
案
が
、
ギ
ュ
ル
ト
ナ
ー
の
死
後
ド
イ
ツ
司
法
の
責
任
者
と
な
っ
た
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー
に
よ
り
、
「
そ

の
た
め
の
法
律
上
の
根
拠
が
存
在
し
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
、
繰
り
返
し
拒
否
さ
れ
た
こ
と
は
、
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
自
身
、
同
じ
日
記
の
中
で
打

ち
明
け
て
い
る
通
り
で
あ
っ
た
が
、
大
ド
イ
ツ
ラ
イ
ヒ
ス
タ
ー
ク
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
依
頼
に
も
と
づ
き
、
ヒ
ト
ラ
ー
個
人
の
「
意
思
」
－
つ

ま
り
「
健
全
な
民
族
感
情
」
や
「
民
族
指
導
の
諸
原
則
」
と
い
っ
た
も
の
で
さ
え
な
く
－
に
す
べ
て
を
委
ね
る
『
決
定
』
を
満
場
一
致
で

可
決
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
カ
月
後
の
一
九
四
二
年
四
月
二
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
決
定
』
は
い
う
、
「
ド
イ
ツ
民
族
の
生
存

を
賭
け
た
今
日
の
戦
争
に
あ
っ
て
、
フ
ユ
ー
ラ
ー
は
、
勝
利
を
実
現
し
、
促
進
す
る
一
切
の
事
柄
を
実
行
す
る
た
め
の
権
限
を
自
ら
掌
握
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
フ
ユ
ー
ラ
ー
は
、
既
存
の
法
規
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
国
民
と
国
家
の
指
導
者
、
国
防
軍
璽
同
司
令

官
、
政
府
の
長
、
最
高
行
政
権
所
有
者
、
最
高
裁
判
権
所
有
者
、
か
つ
党
の
指
導
者
と
し
て
、
い
つ
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
で
あ
れ
、
必

民
族
共
同
体
と
法
　
（
八
）
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一
九
九
一
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

要
と
あ
ら
ば
、
す
べ
て
の
ド
イ
ツ
人
に
対
し
、
彼
ら
の
義
務
の
履
行
を
、
フ
ユ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て
適
当
と
思
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ

て
強
制
し
う
る
権
限
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
義
務
に
対
す
る
侵
害
が
な
さ
れ
た
場
合
、
フ
ユ
ー
ラ
ー
は
、
自
ら
の

良
心
に
も
と
づ
き
、
そ
の
者
の
法
的
権
利
に
か
か
わ
り
な
く
、
当
人
に
相
応
し
い
購
罪
を
科
し
、
個
別
に
所
定
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
な
く
、

彼
の
職
業
、
身
分
、
地
位
か
ら
追
放
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
」

（
1
）
構
成
要
件
論
と
罪
刑
法
定
主
義
と
の
結
び
つ
き
を
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
〇
六
年
に
発
表
さ
れ
た
ベ
ー
リ
ン
グ
の
『
犯
罪

論
』
が
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
構
成
要
件
が
犯
罪
論
の
中
で
も
つ
意
義
を
は
じ
め
て
明
確
に
し
た
ベ
ー
リ
ン
グ
は
、
「
行
為
は
違
法
・
有
責
で
あ

る
と
い
う
だ
け
で
刑
罰
の
威
嚇
を
惹
起
す
る
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
。
実
定
法
上
定
め
ら
れ
た
構
成
要
件
が
犯
罪
類
型
の
輪
郭
を
す
べ
て
網
羅
的

に
列
挙
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
行
為
は
、
た
と
え
そ
れ
が
違
法
・
有
責
の
行
為
で
あ
り
う
る
と
し
て
も
、
今
日
犯

罪
と
さ
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
。
今
日
で
は
、
可
罰
的
行
為
と
処
罰
さ
れ
る
べ
き
行
為
は
同
じ
も
の
で
は
な
い
」
と
し
た
上
で
、
さ
ら

に
、
『
刑
法
典
』
第
二
条
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
、
「
そ
の
こ
と
〔
可
罰
的
行
為
と
処
罰
さ
れ
か
べ
き
行
為
が
同
じ
も
の
で
な

い
こ
と
〕
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
疑
念
も
な
い
こ
と
は
、
第
二
条
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
第
二
条

の
も
つ
根
本
的
重
要
性
に
つ
い
て
は
至
る
と
こ
ろ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
も
っ
と
も
大
事
な
点
、
即
ち
、
実
定
法
に
よ
り

承
認
さ
れ
て
い
な
い
一
切
の
犯
罪
類
型
の
排
除
と
い
う
意
義
を
正
し
く
認
識
し
た
も
の
は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。
通
常
指
摘
さ
れ
る
の
は

四
つ
の
原
則
－
　
〔
慣
習
法
の
禁
止
、
類
推
の
禁
止
、
絶
対
的
不
定
期
刑
の
禁
止
、
刑
法
の
不
遡
及
〕
　
－
　
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
し
い
こ
と
は
い

ぅ
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
以
下
の
理
解
、
つ
ま
り
予
め
明
確
に
輪
郭
づ
け
ら
れ
た
構
成
要
件
の
み
が
、
あ
る
行
為
に
犯
罪
と
い
う
ス

タ
ン
プ
を
押
す
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
る
の
だ
と
い
う
、
一
番
重
要
な
事
柄
の
理
解
が
欠
落
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
既
に
最
初
の
二
つ
の
原
則

に
含
ま
れ
て
い
る
と
の
反
論
が
な
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
明
確
に
公
式
化
さ
れ
た
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
の
み
が
犯
罪
と
な
る
と
い
う
原
則

は
、
独
立
の
重
要
性
を
も
つ
原
則
な
の
で
あ
る
。
第
二
条
の
完
全
な
理
解
の
た
め
に
は
、
上
の
四
つ
の
原
則
に
以
下
の
原
則
を
優
先
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
実
定
法
に
よ
り
明
確
に
定
式
化
さ
れ
た
犯
罪
類
型
の
み
が
刑
罰
威
嚇
の
対
象
と
な
る
、
あ
る
い
は
、
構
成
要
件
な
け
れ
ば

犯
罪
な
し
。
」
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・
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